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環境公害対策優良事業場表彰を受賞して 

社会資本総合整備（活力創出基盤整備） 

（仮称）湖面１号橋上部工分割１号 

 
三井住友・佐田特定建設工事共同企業体 

吾妻作業所 所長 工藤達朗 
 
 

１．はじめに 

この度は、（一社）日本建設業連合会公衆災害

対策委員会より、公害防止・建設副産物管理優

良事業場として大変栄誉ある委員長表彰を賜り

まして、誠にありがとうございます。共同企業

体構成会社、現場担当社員および協力会社他関

係者一同感激いたしております。これもひとえ

に発注者であります群馬県八ツ場ダム水源地域

対策事務所様をはじめとする関係諸官庁及び協

力会社の皆様方のご指導・ご支援の賜物と深く

感謝いたします。 

 

２．工事概要と周辺環境 

湖面１号橋は、八ツ場ダム建設事業に伴い水

没する吾妻川両岸の二つの地区（川原畑地区と

川原湯地区）の移転代替地を結ぶ県道に新設さ

れる橋梁です。橋梁の構造形式は５径間連続Ｐ

Ｃエクストラドーズド橋で全長は４９４ｍです。 

当企業体はこのうち、分割１号工事としてＡ

１橋台からＰ２・Ｐ３間の中央閉合ブロックま

での延長２１３．５ｍ区間を施工しました。工

事は平成２３年１月に準備工に着手し、２５年

１１月に無事故で完成しました。 

架橋地点は吾妻川の狭隘な渓谷で、ダム建設

予定地の上流約１ｋｍ、標高約６００ｍのとこ

ろです。Ｐ２橋脚が吾妻川に近接した急斜面に

位置していること、またＰ１とＰ２間の桁下に

は地域の生活道路である町道が交差しているこ

とから、工事用排水による河川水汚濁防止、さ

らに町道への滴下防止が課題になりました。ま

た、Ａ１橋台に近接して集落があり、この地域

の皆さんへの環境負荷をいかに低減するかも大

きなテーマでした。 

 

３．環境対策 

（１）公害防止対策  

■工事用排水の管理 

工事用排水が滴下して桁下の町道の歩行者や

通行車両など第三者へ被害を与えないよう、ま

た急斜面から吾妻川へ流出して河川水質を汚染

することのないよう、主桁張出し架設用の移動

作業車の作業床全面に防水シートを貼りました。

残余水は作業床に設置した集水ますに集め、作

業車から橋面上を経由してＰ２橋脚下の貯水槽

へポンプ圧送し、ＳＳを除去しＰＨを調整して

水質基準に適合していることを確認の後、排水

溝に排水しました。 

■近隣への環境負荷の低減 

Ａ１～Ｐ１間の側径間部の主桁架設は、Ａ１

橋台裏の川原畑地区の集落に近いエリアでの施

工だったため、以下の対策を実施して地域住民

の心理的ストレスなど環境負荷の低減に努めま

した。まず、施工方法を工夫して、側径間部の

支保工施工をＰ１からの張出し架設と並行して

施工し、最後に閉合ブロックを短期間で施工し

桁を併合することにより、このエリアでの施工

期間の短縮を実現しました。 

また、一般的なクサビ式支保工材ではクサビ

を打ち込む音が大きく、周辺にも打撃音が響く

ことが懸念されたため、打撃音の少ないタイプ

の支保工材を採用し騒音の発生を抑制しました。

コンクリート打設においては、ポンプ車周囲を

防音シートで囲い、さらに防音壁を設置して打

設時の騒音を抑制しました。これらの対策の実

施にあたっては、振動騒音計により施工時の振

動と騒音を計測し効果を確認しながら施工を進

め、地域の皆さんからも評価をいただきました。 
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（２）建設副産物の管理                  

コンクリート打設に伴い発生する残コンクリ

ートを使用して２㎥のコンクリートのブロック

を製作し、主桁張出架設時に主桁高さの調整に

必要なカウンターウェイトとして使用しました。

さらにこのブロックは橋面工作業車用のウェイ

トにも転用し有効活用しました。 

また、ダンボールは地域の資源ごみ回収に提

供し、工事用道路や作業ヤードの砕石はすべて

再生砕石を使用するなど、建設副産物の減量と

有効活用に努めました。 

（３）その他の活動 

地域の皆さんを毎月一回戸別に訪問し、広報

チラシを配布し工事の状況や予定をお知らせす

るとともに、地元の要望事項を吸い上げて施工

に反映しました。また、地域行事に積極的に参

加する一方、現場見学会を開催するなどして、

地域の皆さんとのコミュニケーションを良くし、

理解と協力をいただきながら工事を順調に進め

ることができました。また、これらの活動は、

協力会社の全従業員までその重要性を認識し、

全員の協力のもと実践できました。 

 

４．おわりに 

当社は２０１１年に策定した「三井住友建設

環境ビジョン"GreenChallenge2020"」に基づき、

事業活動における環境負荷低減活動を強力に推

進しております。この環境ビジョンに基づいた

現場の環境保全活動、さまざまな創意工夫が、

今回このような栄誉ある表彰をいただいたこと

を励みに、事業活動における環境負荷低減活動

を推進するとともに、地域社会とのコミュニケ

ーションを大切に思う心を強く持って、当社の

現場運営を進めてまいります。今後とも日本建

設業連合会様をはじめとする関連機関の皆様の

より一層のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁諸元  
道路規格 第３種 第３級 
橋   長 494.0ｍ（当工事施工区間 213.5m） 
支 間 長 48.5+94.0+135.0+135.0+78.5m                       
幅   員 車道 7.0ｍ、歩道 2×3.25ｍ 
構造形式 ５径間連続ＰＣエクストラドーズド橋 

2013 年 12 月 17 日 優良事業場表彰式 
公衆災害対策委員会 委員長表彰現場 


